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に
関
し
て
父
親
が
家
庭
関
与
を
多
く
行
う
家
庭
で
は
、
小
学
校

低
学
年
児
童
の
共
感
能
力
が
有
意
に
高
く
な
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
家
庭
内
の
相
談
ご
と
の
調
整
、
ま
た
夫

婦
間
の
意
見
の
食
い
違
い
に
相
互
に
意
見
調
整
を
図
る
様
子

な
ど
、
子
ど
も
に
と
っ
て
人
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
学
習
の
場

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
幼
児
・
児
童
の
子
育
て
に

お
い
て
、
父
親
が
子
ど
も
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
多
く
取
り
、
母
親
が
妻
あ
る
い
は
母
親
と
し
て
の
役
割
達
成

意
識
を
持
つ
場
合
は
子
ど
も
の
自
己
統
制
能
力
が
有
意
に
高

い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
学
校
低
学
年
児
童

で
は
父
親
が
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
子
ど
も
と
の

関
わ
り
、
家
事
へ
の
援
助
を
多
く
行
い
そ
の
た
め
母
親
の
ス
ト

レ
ス
が
低
い
家
庭
は
、
父
親
の
家
庭
関
与
が
低
く
母
親
の
ス
ト

レ
ス
が
高
い
家
庭
の
子
ど
も
よ
り
も
社
会
性
の
発
達
（
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
集
団
参
加
能
力
・
自
己
統
制
能
力
な
ど
）

が
有
意
に
高
い
こ
と
な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
る
⑷
⑸
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
父
親
が
直
接
的
あ
る
い
は

間
接
的
に
子
ど
も
の
精
神
的
機
能
の
発
達
に
強
い
影
響
を
も

た
ら
す
こ
と
が
一
貫
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
さ
に
、
父
親

の
子
育
て
を
中
心
と
す
る
家
庭
関
与
の
も
た
ら
す
意
味
と
父

親
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

父親の子育てと子どもの発達

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
段
階
的
に
「
改
正
育
児
・
介
護
休

業
法
」
が
施
行
さ
れ
、
父
親
の
育
児
参
加
を
効
果
的
に
推
進
す

る
方
向
に
移
行
し
て
い
る
。

　

父
親
の
子
育
て
は
子
ど
も
の
発
達
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
関
連
す
る
研
究
は
主
に

１
９
７
０
年
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
行
わ
れ
、Lam
b

⑶

の
父
子
間
に
形
成
さ
れ
る
愛
着
関
係
形
成
に
関
す
る
研
究
が

有
名
で
あ
る
。
父
親
の
育
児
の「
質
」「
内
容
」に
よ
り
母
親
と

変
わ
ら
な
い
愛
着
関
係
が
形
成
さ
れ
、
子
ど
も
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
、
社
会
性
、
感
情
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
愛
着
関
係
に
つ
い
てBowlby

⑵
は
、
養
育

者
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
子
ど
も
は
「
自
分
は
他
者
か
ら
愛
さ

れ
、
援
助
を
得
る
に
値
す
る
か
」、「
他
者
は
信
頼
で
き
る
か
」

と
い
う
自
己
と
他
者
に
つ
い
て
の
心
的
表
象
（
イ
メ
ー
ジ
）
を

形
成
し
て
行
く
と
し
て
い
る
（
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
Ｉ
Ｗ
Ｍ　

﹇
内
的
作
業
モ
デ
ル
﹈
と
呼
ば
れ
る
）。
Ｉ
Ｗ
Ｍ
に
は
生
後
６
カ

月
〜
５
歳
頃
の
親
の
養
育
行
動
が
特
に
大
き
く
影
響
し
、
後
の

友
人
関
係
、
恋
愛
関
係
、
自
分
が
親
に
な
っ
た
際
の
親
子
関
係

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
対
人
関
係
に
活
用
さ
れ
る
と
し
て
い

る
。
そ
の
後
、Bartholom

ew

⑴
は
自
己
と
他
者
の
高
低
の
軸

か
ら
４
類
型
の
行
動
傾
向
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、
自
己
と
他

者
の
両
感
覚
が
共
に
高
い
場
合
、
自
他
へ
の
信
頼
感
が
高
く
自

律
性
と
他
者
と
の
親
密
な
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
が
、
両

感
覚
共
に
低
い
場
合
は
自
他
へ
の
不
信
感
が
強
く
親
密
な
関

係
を
回
避
す
る
と
い
う
行
動
傾
向
な
ど
を
指
す
。

　
ま
た
、
夫
婦
で
作
る
養
育
環
境
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
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